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1 は じ め に

東北農業試験場大豆育種研究室では,寒冷地向けの優良

大豆品種の育成を進めており,1999年に「たまうらら」が

「だいず農林112号」として農林登録された。「たまうらら」

の採用県である栃木県では,主要品種「 タチナガハ」に本

品種を組み合わせることにより,気象災害からの危険分散

やコンバイン稼働率の向上が可能となる。また,優れた豆

腐・煮豆加工適性を活かし,販売促進を図ることができる

ので,今後の普及が期待されている。

2育 成 経 過

本品種は1983年 に東北農業試験場栽培第二部作物第 3研

究室 (刈和野試験地)において,ウイルス病抵抗性,大粒・

良質・多収性を目標に,大粒でウイルス病抵抗性を有する

「刈交296F。 」を母に,やや大粒でウイルス病抵抗性を有

する「刈系237号」を父とする人工交配を行 ったものであ

る (図 1)。 1991年 に「刈系439号Jの系統番号を付 し
,

1994年に「東北118号」の地方名を付 して各種試験に供試

してきたものである。1998年 における世代は F“ である。

なお,本品種は「おおすず」と姉妹系統である。

3特 性 概 要

「たまうらら」の農業特性は以下のとおりである。

表 1 「たまうららJの生育,収穫物及び品質調査成績

0)育成地における開花期及び成熟期は,「 トモユタカJ

と同じ “中生の早"に属する。栃木県では「タチナガハJ

よりも開花期は2日 早く,成熟期は3日 ～8日 早い。

(2)主茎長は育成地において,「 トモユタカJよ りもや

や短 く “やや短"である。栃木県では「 タチナガハJよ
り13皿～20側短茎である。

13)倒伏程度は育成地普通畑で “無",育成地転換畑で

'微 ",栃木県でも “無"～ “微"であり,倒伏抵抗性は

強い。
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図 1 「たまうらら」の系譜
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普通畑   トモユタカ  529  728 1008  64  微   274   100  251  中中  412
育成地   たまうらら  602  729 1014  62  微   334   95  382 上中  449
転換畑   トモユタカ  602  729  1015  64  少   353   100  265  中上  430
栃 木   たまうらら  619  729  1010  66  微   326    92  354  上中  455
農 試   タチナガハ  619  731  1018  86  微   353   100  311  上中  424
栃 木  たまうらら  629  808 1017  49  無   311    88  345  上中  ―

育成地  たまうらら  529  728 1009  59  無   245 89    874    Jヒ¬F    436

黒 磯   タチナガハ  629 810 1020  62  無   352 100  326  上中  ―

備考 :育成地の試験成績は1994～ 1998年 の 5ケ年平均。ただし,普通畑の成熟期及び子実成分は千ばつ年の1994年を除
く4ケ年平均。栃木県農業試験場の試験成績は1995～ 1998年の 4ケ年平均。栃木県農業試験場黒磯分場の試験成
績は1995,1997,1998年 の3ケ 年平均。子実成分の分析は近赤外分光分析法による無水物中の含有率。窒素蛋白
質換算係数625。
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鰈/J)(cI) (om) Kkg/a)(%)
83   526   17 1   無  252  100

たまうらら  111  568  169  微  256 102
167 621 219 微 291 115

(g)
400
406
403

83 631 197 無 295 100 347
リュウホウ 111 632 182 綴女 287 97 340

167 680 192 少 308 104 345

たまうらら   939

力」に比べて粗蛋自質含有率は高い。また,栃木県におい

ても「タチナガハJよ り粗蛋白質含有率は高い。

3)ダイズモザイク病圃場抵抗性は '中 "で ,病原系

統別ではA系統並びにB系統に抵抗性である。ダイズシス

トセンチュウ抵抗性は “弱"である。

0)「たまうららJの密植栽培に対する適応性を検討し

たところ,167株/niの密植区では,83株 /イの標準区に

比べ,主茎長が約10ct,最下着薬位置が約 4∞高 くなった

が,倒伏は・微"程度であった (表 2)。 また,子実重は

標準栽植密度区対比で115%の 増収となり,百粒重の減少

は認められなかった。以上のことから,「 たまうらら」の

密植栽培は効果が高く,機械収穫に適した栽培方法と考え

られる。

00 「たまうららJの豆腐は,「 スズユタカ」より高い

破断強度を示し,豆腐として十分な硬さが出ていた 俵 3)。

また実需者による官能評価では,甘み,コ クがあり,食感

もしっかりしていると評価された。以 Hよ り,「 たまうら

ら」は豆腐加工適性に優れると考えられる。

また,蒸煮大豆の破断強度測定結果から「たまうらら」

の平均破断強度の値は「スズカリ」,「 ホ
'レ

イJ,「 タチナ

ガハ」よりも小さく,こ れらの品種に比べて蒸煮大豆が柔

らかかった (表 4)。 また,実需者による官能評価では
,

「タチナガハJと 同等に煮豆に適した品種と評価された。

これらのことから,「たまうらら」は煮豆用大豆としての

利用にも期待できる。

4 ま

「 たまうらら」は,栃木県において成熟期が「タチナガ

ハ」に比べて 3～ 8日 早いことから,作期の分散が可能で
,

麦一大豆作体系への導入に適すると考えられる。また,子

実中の粗蛋自質含有率が高 く,大粒で外観品質が良 く,豆

腐・煮豆加工適性に優れており,実需者の要望に十分応え

ることができる品種である。

一方で,「 タチナガハJに比べて最下着薬節位高が低い
,

収量性が劣るといった短所はあるが,密植栽培により最下

着英節位高を上げて機械収穫がより容易になるとともに
,

増収効果も期待できる。

栽培適地は東北北部・中部,関東北部及び北陸地域であ

る。

栽培上の留意点としては,①ダイズシストセンチュウ抵

抗性を持たないため,線虫汚染圃場での栽培と連作は避け

ること,② ダイズモザイク病のC,D系統に対する抵抗性

がないので,こ れらの系統が発生する地域での栽培は避け

ること,③疎植栽培では低収となるので,密植栽培を行い
,

単収の向上を図ることがあげられる。

表 2 密植栽培に対する適応性

栽植 主茎長 最下着葵 倒伏 子実重 対比 百粒重

品種名 密度    節位日 程度

備考 :育成地上ノ台圃場,1998年 5月 27日播種,畦幅75

Cm

l株 2本立て, 3区常1, 1区 10個体調査。

表3 育成地における豆乳・豆腐製造試験成績

品種名 (%)

豆乳抽 豆乳中 豆腐破
品種名  出率 固形分 断強度 __塁重2隻亜二_

百
スズユタカ 766  104  887 8244-170■ 10

備考 :1998年育成地産大豆を使用。豆乳抽出,豆腐作成

の方法は育成地の常法による。凝固剤はGDL① 3

%)。

スズカリ

ホウレイ

260
273
166

2884       1169    4120

2879       1304    4230 め

タチナガハ   1484    965  1931
備考 :1998年育成地産大豆を使用。煮豆製造,破断強度

の測定は,育成地の常法による。

に)育成地の普通畑における子実収量は,「 トモユタカ」

対比で約10%の 低収,ま た転換畑では約 5%の低収である。

栃木県での収量も「タチナガハ」に比べて,やや劣る。

6)小葉の形は “円葉",花色及び胚軸色は “紫' 毛

茸色は “自",熟奏色は “褐",仲育型は “有限
°である。

16)粒形は “球",粒 の光沢は “弱" 粒の子葉色 は

'黄 " 粒の種皮色は・黄白・,粒の暦色は “黄・ である。

また,百粒重は374gで “大粒"に属 し,裂皮の難易 も

“やや難"で ,裂皮粒の発生が少ない。品質は「 トモユタ

カ」よりも2ラ ンク上の “上下" と評価され,外観品質

に優れる。栃木県の成績では「タチナガハ」に比べ,百粒

重は2～ 3g重 く,品質は '上 中・ で「 タチナガハJと

同等である。

“

)子実成分のうち粗蛋白質含有率は「 トモユタカ」と

同じ “中"に属するが,普通畑,転換畑ともに「 トモユタ

表4 育成地における蒸煮大豆の破断強度測定結果
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